
2018 年 度 入 学 試 験 問 題

数　　学 （理系）

試 験 時 間 150 分

（注 意 事 項）

1. 試験開始の合図があるまで，問題冊子，解答紙の中を見てはいけません。

2. 問題冊子の中にはさみ込まれている解答紙は，5枚です。

3. 「始め」の合図があったら問題冊子のページ数と解答紙の番号を確認し，問
題冊子のページの落丁・乱丁や解答紙の不足等に気づいた場合は，手をあげ
て監督者に知らせなさい。

4. 解答を始める前に，各解答紙の 2箇所に受験番号を記入しなさい。受験番号
は，裏面の記入例にならって，マス目の中に丁寧に記入しなさい。

5. 解答はすべて解答紙のおもてに記入しなさい。小問があるときは，小問の番
号を明記して解答しなさい。解答紙のうらに解答を記入してはいけません。

6. この教科は，250点満点です。
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受験番号の記入例

A B D E G H I K L M P S T W Z

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
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数　　学　（理系）
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〔 1 〕　（配点 50 点）

この問題の解答は，解答紙 1 の定められた場所に記入しなさい。

［問題］

座標空間において，xy平面上にある双曲線 x2−y2 = 1のうち x ≧ 1を満たす部
分をCとする。また，z軸上の点A(0, 0, 1)を考える。点 PがC上を動くとき，
直線APと平面 x = dとの交点の軌跡を求めよ。ただし，dは正の定数とする。
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（下書き用紙）
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〔 2 〕　（配点 50 点）

この問題の解答は，解答紙 2 の定められた場所に記入しなさい。

［問題］

原点を中心とする半径 3の半円C : x2+ y2 = 9 (y ≧ 0)上の 2点PとQに対し，
線分 PQを 2 : 1に内分する点をRとする。以下の問いに答えよ。

(1) 点 Pの y座標とQの y座標が等しく，かつ Pの x座標はQの x座標より小
さくなるように Pと Qが動くものとする。このとき，線分 PRが通過して
できる図形 Sの面積を求めよ。

(2) 点 Pを (−3, 0)に固定する。Qが半円 C 上を動くとき線分 PRが通過して
できる図形 T の面積を求めよ。

(3) (1)の図形 Sから (2)の図形 T を除いた図形と第 1象限の共通部分を U とす
る。U を y軸のまわりに 1回転させてできる回転体の体積を求めよ。

— 6 —



（下書き用紙）
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〔 3 〕　（配点 50 点）

この問題の解答は，解答紙 3 の定められた場所に記入しなさい。

［問題］

1から 4までの数字を 1つずつ書いた 4枚のカードが箱に入っている。箱の中か
ら 1枚カードを取り出してもとに戻す試行を n回続けて行う。k回目に取り出し
たカードの数字をXkとし，積X1X2 · · ·Xnを 4で割った余りが 0，1，2，3であ
る確率をそれぞれ pn，qn，rn，snとする。pn，qn，rn，snを求めよ。
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（下書き用紙）
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〔 4 〕　（配点 50 点）

この問題の解答は，解答紙 4 の定められた場所に記入しなさい。

［問題］

整数 a，bは 3の倍数ではないとし，

f(x) = 2x3 + a2x2 + 2b2x+ 1

とおく。以下の問いに答えよ。

(1) f(1)と f(2)を 3で割った余りをそれぞれ求めよ。

(2) f(x) = 0を満たす整数 xは存在しないことを示せ。

(3) f(x) = 0を満たす有理数 xが存在するような組 (a, b)をすべて求めよ。
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（下書き用紙）
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〔 5 〕　（配点 50 点）

この問題の解答は，解答紙 5 の定められた場所に記入しなさい。

［問題］

αを複素数とする。等式

α( z 2 + 2) + i(2 α 2 + 1)z = 0

を満たす複素数 zをすべて求めよ。ただし，iは虚数単位である。
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（下書き用紙）
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（下書き用紙）
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